
６ 依存症対策の推進について

我が国における薬物・アルコール依存症対策の取組として、「第三次薬物乱用

防止五か年戦略」（平成２０年８月２２日閣議決定）においては、薬物依存・中

毒者の治療・社会復帰の支援及びその家族への支援の充実強化による再乱用防止

の推進が目標の一つとして掲げられ、「常習飲酒運転者対策の推進について」

（平成１９年１２月２６日閣議決定）においては、アルコール依存症の根本的な

治療は断酒しかなく、再発する割合も高いことから、専門相談機関の支援ととも

に周囲の理解や協力が重要と示されている。

さらに、「自殺総合対策大綱」（平成２０年１０月１日一部改正）においても、

うつ病以外の危険因子である薬物依存症、アルコール依存症について、調査研究

を推進するとともに、継続的に治療・援助を行うための体制の整備、自助活動に

対する支援等によるハイリスク者対策の推進が当面の重点施策とされている。

このことを踏まえ、平成２１年度予算（案）においては、薬物・アルコール依

存症対策の充実を図るため、都道府県・指定都市・中核市からモデル地域を選定

し、各モデル地域において、依存症対策推進計画を策定のうえ、地域の実情に応

じ、自助団体及び家族会の支援、治療共同体の開設などの事業を実施することに

より、効果的な薬物・アルコール依存症対策を検証する「地域依存症対策推進モ

デル事業」を行うための所要経費を計上したところであり、各自治体においては、

積極的に取り組んでいただきたい。

なお、詳細については、追って示すこととする。

（予算(案)概要）

・２１年度予算（案） ５０，０８５千円

・か 所 数 １５か所

（モデル事業として）

・１ヶ所当たりの事業費 約３３４万円

（定額補助）




